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第 8回　議会報告会　レポート
～よりよい相馬をつくっていこう！
　　聴かせてください　みなさんの想い～

議会コメント
市道については市に、県道については県に
報告し対処することになっております。
なお、本年は猛暑で雑草の伸びが例年より
著しく早く、猛暑の影響で作業員の確保が
困難で対応に苦慮しているとのことです。

この件は議会においても取り上げてい
ます。今後、市は現行の普通免許で運
転出来る積載車の導入を検討していく
と共に、補助等についても検討してい
くと聞いております。

市では、ふるさと納税サイトを活用し、寄附額
１万円からの海産物セットを返礼品としたメ
ニューを導入してふるさと納税の拡充を進めて
います。その結果、当初想定していた寄附額を
上回る見込みとなっています。また、市職員も 
PR 活動を行い、増収に努めています。

ふるさと納税の拡充が必要ではない
か。市職員の PR 活動も重要！
（商工会議所）

法改正で積載車に乗るために準中型免許
が必要となり、若い団員の負担になって
いる。免許取得費用の補助等を検討して
頂きたい！（消防団）

道路に（歩道含む）雑草が生い茂ってい
るが、どうにかならないか。
（女性団体連絡会）

議会コメント

議会コメント

本年度、市は国の補助を受け、空家の実態調査
を行っており、令和 7年 2 月頃にまとまる予定
です。次年度以降は、実態調査の結果を踏まえ
て、特定空家の指定等をはじめ、地域の環境改
善に取り組む考えです。

議会コメント

　

市民プールの温水化に関しては、令和６年９月
定例会において、根岸利宗議員が一般質問を
行っております。市としては温水プールへ改修
した場合は工事費が約５億円、維持管理費が年
間約 9,500 万円増加するため困難であるとのこ
とです。詳細は議会だより第 154 号
（令和６年 11月１日号）12、13
ページに掲載しております。

議会コメント

粗大ゴミの収集、処分については、多大な経費
を要することから、現在の財政状況では困難で
あるとのことですが、粗大ゴミの運搬が困難な
高齢者や障がい者への支援は重要な課題と考え
ており、支援の方法を引き続き研究していくと
のことです。なお、この件については、令和６
年 12 月定例会において、只野敬三議員が一般質
問を行っています。

議会コメント

市民プールは高齢者の健康増進、児童た
ちの水泳技能向上等を考慮し、年間を通
じて利用できる温水プールにすべきでは
ないか。（市民会館）

な経費

粗大ごみについて、自己負担ができる
だけない形で回収していただきたい。
（八幡公民館）

市の空家対策への取組の現状はどうなっ
ているのか。また、空家を有効に活用す
ることにより、地域の活性化にも繋がる
ような対策を進めて欲しい！
（商工会議所）

市民からの意見

市民からの意見

市民からの意見

市民からの意見

市民からの意見

市民からの意見
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そ の 他 の ご 意 見 ・ ご 質 問

・消防団員数が減少しており、班の再編等を行い、活動しやすい環境をつくって欲
しい。（消防団）
・消防団員が活動しやすくする為、また、新入団員の加入促進の為にもさらなる待
遇改善をはかって欲しい。（消防団）
・国民健康保険税が年々高くなってきて困っている。負担が軽くなるように取り組
んで欲しい。（八幡公民館）
・ふるさと納税について、地元の醤油やパークゴルフパックなど魅力ある返礼品を
増やして、寄附金額が多くなるよう取り組んで欲しい。（八幡公民館）
・自治会の加入率が低下しているとのことだが、メリットをアピールして加入促進
をはかって欲しい。（八幡公民館）

・小学校の教育課程で税金・年金の教育が必要ではないか。（女性団体連絡会）

・補聴器が高価で購入が厳しい。相馬市で補助できないか。（女性団体連絡会）

・男女共同参画の環境が整っていないのではないか。（女性団体連絡会）

・伝統芸能（民謡や踊り）の継承・継続のため小中学校の授業に取り入れてほし
い。（女性団体連絡会）

・公共施設利用料の低減化を望む。スポーツジムを整備してほしい。（市民会館）

・産婦人科がない、産科の医師を招聘できないか。（市民会館）

・地域活性化に取り組む中で、市と商工会議所との連携が不足しており、議会から
も連携強化を求める声を発信してほしい。（商工会議所）
・学校教育における地元愛を育む取組が不足しており、地域への理解や誇りを深め
る教育やUターン促進のための教育や啓蒙活動も重要と考える。（商工会議所）
・ふるさと納税の拡充と、集めた資金を活用した地域施策の推進が必要と考える。
市独自の特産物や名物、魅力的な要素が不足していると思う。（商工会議所）
・高齢化に伴い、行政区からの退会者が増えることが予想される中、退会後に行政
区として何もしないのは適切なのか。（道の駅）
・現在取得した普通免許では消防積載車の運転ができず、消防団員のみならず、消
防署員も資格取得費用を自己負担しているため、支援してほしい。（道の駅）
・金属窃盗事件が多発している中、防犯カメラの設置やパトロール強化、住民連携
が重要ではないか。（道の駅）

そうそう 市ま市ま市議会議会議会だだよだよりり 44444

今後もいただいたご意見等を踏まえ、
よりよい相馬市を目指して取り組ん
でまいります！！

設問 回答
問１
この報告会は何でお知りに
なりましたか。（複数回答
あり）

チラシ 市議会ホーム
ページ ＳＮＳ その他

16 3 0 46 ※

問２
今回の報告会に参加してみ
ての感想をお答えくださ
い。

よかった どちらでも
ない よくなかった その他

53 6 0 1（何も解決しない）

問 3
今後、議会（本会議や委員
会）の傍聴をしてみたいと
思いますか。

してみたい どちらでも
ない したくない その他

44 17 0 1（時間があれば）

合計回答数 63 回答率 94.03％

区分 人数 割合
年齢層

20～ 39 歳
男性 0 0％

女性 0 0％

40 ～ 59 歳
男性 19 30.16％

女性 0 0％

60 歳以上
男性 26 41.27％

女性 14 22.22％

記載なし 4 6.35％
男女別 男性計 45 71.43％

女性計 14 22.22％

記載なし 4 6.35％

合計 63 ※

アンケート回答者
  年齢層・性別ごとの人数及び割合

※実際の参加者は 67名です。

設問ごとの回答結果

　ここでは、議会報告会
において回答いただいた
アンケートについて、年
齢層・性別ごとの人数及
び割合、並びに設問ごと
の回答結果をお知らせい
たします。

第 8回 議会報告会
アンケート結果

　相馬市議会では、毎年、「市民との意見交換の場」のひとつとして、議会自らが
積極的に地域に出向き、直接、市民に対して議会活動の状況を報告し、市政に関
する情報を提供するとともに、市民の関心や意見を直接お聞きする貴重な機会と
して議会報告会を開催しています。
　今回いただいたご意見やアンケート結果等を踏まえて、次回以降の議会報告会
について検討を進めてまいります。開催日等が決定しましたら改めてお知らせい
たしますので、ぜひ次回以降の議会報告会にご参加ください。

　また、今回のレポートに紹介しきれなかったご意見等については、市議会の
ホームページに掲載しておりますので、そちらをご覧ください。（令和７年 2月 1
日公開）

会
た
年
及
と
い

相馬市議会　第８回議会報告会 検索

※内訳：各種団体、議員、議会だより・ポスター、友人・知人からの紹介
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歩
行
が
困
難
な
身
体
障
が
い
者
や
精
神
障
が
い
者
な
ど
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
、
種
別
割
の
減
免
申
請
方

法
を
簡
素
化
し
、
申
請
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

　

保
護
者
、
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
教

育
効
果
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

磯
部
中
学
校
の
位
置
を
磯
部
小
学
校
の
位
置
で
あ

る
磯
部
字
上
ノ
台
４
６
７
番
地
の
２
に
改
め
る
も

の
で
あ
り
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る

も
の
。

　

中
部
１
０
６
号
線
の
道
路
改
良
に
伴
い
、
道
路

区
域
の
変
更
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
中

部
８
１
６
号
線
を
市
道
路
線
と
し
て
認
定
す
る
も

の
。　

第 83号

第 84 号

第 91 号

令和 6 年第 6 回 12 月定例会は、12 月

2 日から 12 月 18 日までの 17 日間の会

期で行い、市長提案議案 27 件、請願２

件、議員提出議案１件を議決しました。

　ここでは、主な議案の内容と委員会

審査を含めた審議の経過などについて、

お知らせします。

　

減
免
対
象
者
数
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

令
和
6
年
度
の
減
免
決
定
は
、
１
５
８
件

　
　
　
　

で
あ
る
。

　

条
例
改
正
の
経
緯
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

県
内
の
情
勢
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、　

現   

　
　
　
　

況
報
告
書
等
の
提
出
に
よ
り
、
来
庁
に
よ
る
申

請
手
続
き
を
省
略
し
、
減
免
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

県
内
他
市
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

福
島
市
、
い
わ
き
市
、
二
本
松
市
、
南
相

　
　
　
　

馬
市
の
4
市
が
申
請
手
続
き
を
省
略
し
、
減

免
手
続
を
行
っ
て
い
る
。

　

期
待
さ
れ
る
教
育
効
果
の
詳
細
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

期
待
さ
れ
る
教
育
効
果
と
し
て
、

　
　
　
　

①
中
学
校
か
ら
小
学
校
へ
の
移
動
時

間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
②
小
学
生
と

中
学
生
の
お
互
い
の
活
動
を
日
常
的
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。
③
今
ま
で
は
教
員
数
が
少

な
い
こ
と
で
安
全
面
の
配
慮
等
の
課
題
が
あ
っ

た
が
、
一
緒
に
活
動
や
相
談
が
で
き
る
こ
と
に

よ
っ
て
課
題
が
解
決
で
き
る
こ
と
。
④
中
学
校

の
教
員
は
教
科
の
専
門
知
識
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
小
中
学
校
の
教
員
間
で
情
報
共
有
を
す
る

こ
と
で
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ

と
。
具
体
例
と
し
て
、
中
学
校
の
数
学
の
教
員

が
空
い
て
い
る
時
間
に
小
学
校
の
算
数
授
業
を

一
緒
に
教
え
、
高
学
年
の
児
童
が
中
学
校
の
授

業
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑤
保
護

者
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
一
緒
に
行
う
こ
と
で
、
教

員
や
保
護
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
効
果
が
あ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
→
磯
部
中
学
校
校
舎

←
磯
部
小
学
校
校
舎

　
　
　
　
　

今
回
の
認
定
後
の
市
道
の
路
線
数　

　
　
　
　

や
、
市
道
の
総
延
長
距
離
、
舗
装
率
、

改
良
率
等
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

最
新
の
情
報
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

　
　
　
　

い
が
、
毎
年
6
月
に
道
路
の
認
定
や
改

良
し
た
舗
装
率
、
改
良
率
を
統
計
し
て
お
り
、
令

和
6
年
4
月
1
日
時
点
で
は
、
市
道
の
改
良
率
が

71.

9
％
、
舗
装
率
が
73.

９
％
と
な
っ
て
い
る
。
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　全国労働組合総連合の調査によると、最低生
計費は地域間で大差なく、特に交通費が高い地
方では生活費が押し上げられ、最低賃金の地域差が地方の人口流
出や経済低迷を引き起こし、地方問題を深刻化させる。中小零
細企業数は全事業所数の 99.7％、就業者数では全体の 68.8％、
約７割が働く日本経済の最重要部隊であり、ここを支援すれば
GDP の 6割を占める個人消費が伸び、経済は活力を取り戻すと
考え、請願に賛成する。

　　　　　　　　　　請願には中小企業への支援を求めるとあるが、     
　　　　　　　　　実際の支援策は不足している。最低賃金の引き
上げが独り歩きすると、賃金が商品単価に付加されることで生じる
物価高騰が市民生活に大きな負担をかける恐れがある。また、社会
保険や公的制度に従事する業界では点数などにより報酬が決まるこ
とから、制度や点数の改定がないと業種間の賃金格差が生じるなど
さまざまな問題が懸念されるため、請願に反対する。

杉本智美議員

　　　　　　　　　　　　地方公務員は国家公務員と同様に、労働
　　　　　　　　　　　基本権の制約によって給与やその他勤務条
　　　　　　　　　　　件の交渉ができない。
　そこで、地方公務員の給与や勤務条件が社会情勢に適応するよう、
福島県においては人事委員会が設置され、当市は福島県人事委員会
勧告に準拠している。
　今回の条例改正、補正予算も福島県人事委員会より、民間企業と
公務員の給与の実態調査で算出された給与較差 2.8％を是正する勧
告であり、特別職、議員においても、これまで同様、それに倣い改
正・補正すべきと考えることから、これらの議案に賛成する。

※　○は賛成、●は反対　
※　河内幸夫議員は議案第 97～ 99 号及び議案第 103 号の採決に加わりませんでした。※　議長（高玉良一）は採決に加わりません。

中島孝議員中島孝議員

　　　　　　　　　福島県の最低賃金は 955 円で、請願の 1,500
　　　　　　　　円は現在の約 1.6 倍にあたり、それを捻出する
ためには、労働時間の短縮、雇用の削減、労務費のコストへの転
換など就労環境の変化が必要である。
　ただちにという急激な最低賃金の引き上げは、企業、労働者に
とって悪循環でしかないため、請願に反対する。杉本智美議員

　職員の給与引き上げは、仕事の質と量
に合ったものにするためや地域経済の活性化にも必要と考える
が、議員や市長、教育長の特別職の期末手当の引き上げについ
ては、市民からの理解は得られないと思う。地方の貧困と向き
合う我々は、人事院勧告による引き上げを辞退し、市民の協力
を得つつ、地方再生に全力を尽くすべきである。期末手当の引
き上げは、市民が相馬市の経済好転を実感できるようになって
から検討すべきと考え、これらの議案には反対する。

請願及び議案に対する賛否一覧

 獺庭大輔議員

愛澤俊行議員

中島孝議員

議
決
結
果

賛
成

反
対

新政会 にじ そうま
市民
の会

新時代
そうま 無会派

　
石
橋
　
浩
人
　

菊
地
　
清
次

波
多
野
広
文

河
内
　
幸
夫

佐
藤
　
　
満

愛
澤
　
俊
行

横
山
　
和
雄

畑
中
　
昌
子

杉
本
　
智
美

門
馬
　
優
子

浦
島
　
勇
一

根
岸
　
利
宗

山
中
　
宣
明

只
野
 
敬
三

中
島  

孝

獺
庭
　
大
輔

高
橋
　
利
宗

高
玉
　
良
一

請願第３
「最低賃金法の改正と中小企業支援の
拡充を求める意見書」の提出について
の請願

賛 不
成 採
少 択
数 　

   ２ １５ ● ● ● ● ● ●討
論

● ● ●
討
論

● ●●
討
論

● ●

　

○
討
論

　

○
討
論

● 議
長

議案第９７号
市長等の給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例について

賛 原
成 案
多 可
数 決

１５ １ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
討
論

○ ○○ ○ ○

　
　
●
討
論

○ ○ 議
長

議案第９８号
教育長の給与、勤務時間その他の勤務
条件等に関する条例の一部を改正する
条例について

賛 原
成 案
多 可
数 決

１５ １ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
討
論

○ ○ ○ ○ ○ ●
討
論

○ ○ 議
長

議案第９９号
議会議員の議員報酬、期末手当及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する
条例について

賛 原
成 案
多 可
数 決

１５ １ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
討
論

○ ○ ○ ○ ○ ●
討
論

○ ○ 議
長

議案第１０３号
令和６年度相馬市一般会計補正予算
（第８号）

賛 原
成 案
多 可
数 決

１５ １ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
討
論

○ ○ ○ ○ ○ ●
討
論

○ ○ 議
長

　請願第 3  「 最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の提出についての請願。
　議案第 97 号 市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改
正する条例について。
　議案第 98 号 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件等に
関する条例の一部を改正する条例について。
　議案第 99 号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例について。
　議案第 103 号 令和６年度相馬市一般会計補正予算（第８号）
について討論が行われたため、内容を要約し、ご報告します。

　　　　　　　　　中島議員から最低生計費は地域間で大差はな
　　　　　　　　いとあったが、地域間格差はあると思う。ただ
ちに最低賃金額を 1,500 円にすることで、世の中の問題を解決で
きるのか疑問であるため、請願に反対する。

根岸利宗議員

　市内の企業は最低賃金引き上げによる負担を
懸念しているが、市内の生活は物価高騰で厳し
く、賃金上昇は喫緊の課題である。中小企業への影響を考慮しつ
つ、政府は企業支援策を講じながら、最低賃金を 1,500 円に引き
上げ、市民の生活水準向上を図るべきと考え、請願に賛成する。
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変 更 額 内　容

1億 8,770 万円 （歳入）施設整備事業債

60 万 5,000 円 （歳出）ふるさと納税事業

448 万 4,000 円 （歳出）新規就農者育成総合対策事業

1億 9,184 万円 （歳入）埋立処分手数料

補正予算の
主なもの

　

 

小
中
学
校
の
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
事
業
に
対
す
る
起
債
で
あ
り
、
小
学
校
は
１
億 

2
，
４
６
０
万
円
、
中
学
校
は
６
，
３
１
０
万
円
を

限
度
額
と
し
て
設
定
す
る
も
の 

。

小
中
学
校
特
別
教
室
へ
の

　

エ
ア
コ
ン
設
置
費
等
に
伴
う
起
債

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　

費
用
の
増
額

　

当
初
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
件
数
が
多
く

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

事
業
60
万
５
，
０
０
０
円
を
増
額
す
る
も
の
。

　

内
訳
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
返
戻
品
と

そ
の
送
料
の
費
用
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
で
あ

る
「
さ
と
ふ
る
」
に
対
し
て
の
運
営
委
託
料
、
ふ

る
さ
と
納
税
受
領
書
等
発
行
委
託
料
と
な
っ
て
い

る
。

　

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
に
関
す
る

起
債
に
お
い
て
、
予
定
し
て
い
る
利

率
と
償
還
の
期
間
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　

利
率
に
つ
い
て
は
財
政
融
資
資
金

　
　
　
　
　

を
借
り
た
場
合
の
利
率
を
参
考
に

し
て
お
り
、
令
和
６
年
12
月
１
日
現
在
の
10
年
間

固
定
金
利
の
利
率
で
あ
る
0.9
％
が
予
定
利
率
と
な

る
。
償
還
期
間
は
10
年
を
予
定
し
て
い
る
。

　

現
在
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
に

つ
い
て
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
全
体
の
件
数
は

　
　
　
　
　

令
和
６
年
10
月
末
時
点
で
、
68
件
、

５
９
１
万
７
，
９
６
３
円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
サ
イ
ト
「
さ
と
ふ
る
」

経
由
は
43
件
、
３
７
３
万
７
，
０
０
０
円
で
あ
る
。

　

相
馬
共
同
火
力
発
電
株
式
会
社
か
ら
の
石
炭
灰

の
受
入
量
が
当
初
よ
り
２
万
ト
ン
増
加
し
、
石
炭

灰
処
分
手
数
料
収
入
を
１
億
９
，
１
８
４
万
円
増

額
す
る
も
の
。

　

光
陽
埋
立
地
区
の
敷
地
及
び
水
処
理
施
設
の
施

設
購
入
費
に
係
る
償
還
に
つ
い
て
、
今
回
の
石
炭

灰
処
分
手
数
料
収
入
が
増
額
し
た
こ
と
に
よ
り
返

還
の
目
途
が
つ
い
た
た
め
、
令
和
７
年
度
分
の

１
億
８
，
９
６
３
万
６
，
０
０
０
円
を
１
年
前
倒

し
で
支
出
し
、
今
回
の
支
払
い
で
償
還
が
終
了
す

る
。 石

炭
灰
処
分
手
数
料
の
増
額

新
規
就
農
者
経
営
を

　
　
　
　
　
　

支
援
す
る
補
助
金

　

新
規
就
農
者
１
名
の
営
農
開
始
を
支
援
す
る
た

め
、
月
額
12
万
円
５
，
０
０
０
円
、
６
カ
月
分
の 

75 

万
円
と
機
械
設
備
の
導
入
を
支
援
す
る
た
め 

３
７
３
万
４
，
０
０
０
円
を
増
額
す
る
も
の
。

　

な
お
、
機
械
設
備
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー

１
台
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
１
棟
と
な
っ
て
い
る
。

　

事
業
費
に
対
す
る
充
当
率
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　

地
方
債
は
、
基
本
的
に
総
事
業
費
に

　
　
　
　
　

対
し
て
補
助
金
が
あ
り
、
補
助
金
の
残

り
や
、
一
般
単
独
分
に
対
し
て
起
債
が
で
き
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
充
当
率
が
あ
り
、
小
学
校
、
中
学
校
の

施
設
整
備
事
業
債
は
75
％
が
起
債
の
充
当
率
に
な
っ

て
い
る
。

産業廃棄物埋立処分場

　　　パイプハウス

起
債
と
は
…
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
、

事
業
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
債
券
を
発
行

す
る
行
為
を
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
町
村
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
が

発
行
す
る
債
券
を
地
方
債
と
い
い
ま
す
。

　　



13
そうま市議会だより

令和７年２月１日号

そうま市議会だより

令和７年２月１日号

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
の
執
行
状
況
や
方
針
な
ど
を
質
問
し
、
市
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

内
容
を
要
約
し
、
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

12

第
７
次
障
が
い
者
計
画
及
び

第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
に
つ
い
て

第
７
次
障
が
い
者
計
画
及
び
第
７
期
障
が
い

福
祉
計
画
に
あ
る
地
域
移
行
支
援
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

　

障
が
い
者
の
方
々
が
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の

協
力
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
考
え
が
認
知
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ス
ム
ー
ズ
な
地
域
移
行
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
市
で
は

地
域
移
行
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
問
う
。

○ 

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て

ず
、
ど
こ
で
誰
と
生
活
す
る
か
に
つ
い
て
選
択
で
き
る
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
障
が
い
福
祉

施
設
や
医
療
機
関
に
い
る
方
々
で
地
域
生
活
を
希
望
す
る
場

合
、
そ
の
支
援
の
た
め
に
相
談
体
制
や
社
会
参
加
を
促
進
す
る

環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。
計
画
策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
施
設
等
で
生
活
す
る
48
人
中
11
人
が
地
域
で
暮
ら
し
た

い
と
回
答
し
、
令
和
５
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
２
人
が
自
宅
生

活
に
移
行
し
た
。

　

市
は
地
域
生
活
を
進
め
る
た
め
、
住
ま
い
や
就
労
が
重
要
と

考
え
て
い
る
が
、
住
ま
い
に
つ
い
て
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
契
約

条
件
の
問
題
か
ら
障
が
い
者
が
借
り
ら
れ
る
物
件
が
少
な
い
た

め
、
国
の
動
向
や
他
自
治
体
の
状
況
も
考
慮
し
て
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
就
労
に
つ
い
て
は
収
入
と
社
会
参
加
の
両
面

で
重
要
で
あ
り
、
就
労
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
障
が
い
者

と
雇
用
主
の
双
方
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
障
が
い
者
に
は
就

労
適
性
の
把
握
、
雇
用
主
に
は
障
が
い
者
の
能
力
を
考
慮
し
た

業
務
内
容
の
検
討
や
相
談
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　

令
和
６
年
６
月
に
福
祉
事
業
所
と
雇
用
主
の
交
流
会
を
開
催

し
た
が
、
相
互
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
組
を
継
続
し
、
す

べ
て
の
事
業
主
と
連
携
し
て
、
障
が
い
者
福
祉
施
策
を
総
合
的

か
つ
効
果
的
な
支
援
を
更
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

新時代そうま

只野敬三 議員
が問う！

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構

（
Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
と
の
連
携
に
つ
い
て

新

令
和
５
年
12
月
19
日
に
相
馬
市
の
シ
ー

ズ
・
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ

た
座
談
会
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

　

国
が
設
立
し
た
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
：

以
下
エ
フ
レ
イ
）
で
は
、
福
島
の
復
興
を
実
現
す
る
た
め
に
、

浜
通
り
の
全
15
市
町
村
を
創
造
的
復
興
の
中
核
拠
点
と
し
、
国

の
産
業
競
争
力
を
世
界
最
高
水
準
に
引
き
上
げ
、
世
界
の
頂
点

を
目
指
す
こ
と
を
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

国
の
壮
大
な
施
策
を
十
二
分
に
活
用
し
、
市
の
課
題
解
決
と
振

興
策
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
、
エ
フ
レ
イ
と
の
連
携
に
つ
い
て

伺
う
。

そうま市民の会

浦島勇一議員
が問う！

行
政
区
運
営
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て

そ

行
政
区
加
入
状
況
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
　
　
　

本
市
の
行
政
区
加
入
率
は
、
各
年
４
月
１
日
現
在

　
　
　
　

で
、
令
和
３
年 

71.

７
％
、
令
和
４
年 

69.

８
％
、

　

昨
年
７
月
、
行
政
区
加
入
促
進
策
の
基
礎
資
料
と
す
べ
く
、

全
76
行
政
区
長
へ
20
項
目
の
設
問
を
以
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。
各
行
政
区
毎
に
特
色
あ
る
運
営
が
図
ら
れ
て
い
る

一
方
で
、
様
々
な
課
題
も
提
起
さ
れ
た
。
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
加
速
す
る
今
日
、
将
来
を
見
据
え
た
行
政
区
運
営
の
在

り
方
に
つ
い
て
問
う
。

区
長
・
各
種
委
員
・
役
員
の
担
い
手
確
保
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

市
は
、
地
域
住
民
の
方
々
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

　
　
　

た
だ
き
な
が
ら
各
種
施
策
を
進
め
る
た
め
に
、
行
政
区

長
を
は
じ
め
、
統
計
調
査
員
や
不
法
投
棄
監
視
員
、
保
健
協
力

員
に
委
嘱
す
る
な
ど
し
て
、
業
務
の
一
部
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
近
年
、
人
口
減
少
や
高
齢
で
も
仕
事
に
従
事
さ
れ
て

い
る
方
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
各
地
区
で
人
選
に

苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
を
理
解
さ
れ
て
い
る
方
々
の

ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
は
、
市
の
事
業
を
進
め
る
う
え
で
大

変
重
要
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
行
政
区
長
な
ど
か
ら
業
務
に
つ
い
て
相
談
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
活
動
内
容
や
役
割
を
引
き
続
き
丁
寧
に
説

明
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
５
年
 68.

５
％
、
令
和
６
年
67.

９
％
と
な
っ
て
お
り
、

年
々
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
総
務
省
が
直
近
で
調

査
を
実
施
し
た
令
和
３
年
の
自
治
会
加
入
率
は
、
加
入
率
を
把

握
し
て
い
る
５
５
０
の
市
町
村
に
お
け
る
平
均
が
71.

８
％
で

あ
っ
た
。

　

市
は
行
政
区
加
入
率
の
減
少
に
対
し
、
転
入
者
や
若
い
世
代

へ
の
活
動
内
容
や
加
入
す
る
意
義
の
理
解
促
進
、
集
合
住
宅
居

住
者
の
加
入
促
進
を
課
題
と
し
て
い
る
。
今
後
、
広
報
活
動
に

加
え
、
集
合
住
宅
入
居
者
へ
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

にじ

愛澤俊行 議員
が問う！

　
　
　
　
　

市
は
第
７
次
障
が
い
者
計
画
及
び
第
７
期
障
が
い

　
　
　
　

福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

　
　
　
　

座
談
会
で
は
、
市
内
産
業
部
門
関
係
者
か
ら
、
農
業
、

　
　
　

製
造
業
、
水
産
加
工
業
の
現
状
や
課
題
、
産
業
技
術
の

情
報
な
ど
が
発
言
さ
れ
た
ほ
か
、
エ
フ
レ
イ
に
対
し
て
、
若
い

研
究
者
の
不
足
な
ど
課
題
解
決
を
期
待
す
る
意
見
が
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
市
長
と
し
て
は
、「
エ
フ
レ
イ
で
展
開
さ
れ
る
研

究
開
発
が
市
の
活
性
化
や
人
口
減
少
な
ど
の
課
題
解
決
の
糸
口

と
な
り
、
地
域
の
将
来
と
結
び
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
意
見
を
申
し
上
げ
た
。
エ
フ
レ
イ
か
ら
は
「
人
材
育
成

の
た
め
に
小
中
高
生
に
科
学
技
術
の
興
味
を
促
す
こ
と
や
東
京

の
大
学
修
了
後
に
戻
れ
る
魅
力
的
な
職
場
が
重
要
」
と
の
前
向

き
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

エ
フ
レ
イ
は
浪
江
町
に
研
究
所
等
を
整
備
し
、
世
界

　
　
　

中
か
ら
研
究
者
を
集
め
、
福
島
や
世
界
の
課
題
解
決
に

向
け
た
研
究
開
発
等
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

　

基
本
的
に
は
県
内
の
大
学
や
高
等
専
門
学
校
、
国
や
県
の
研

究
施
設
と
連
携
し
、
本
市
で
は
「
福
島
県
水
産
資
源
研
究
所
」

と
「
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
浜
地
域
研
究
所
」
が
そ
の
施

設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
エ
フ
レ
イ
で
は
浪
江
町
以

外
に
新
た
な
研
究
施
設
を
建
設
す
る
構
想
は
な
く
、
本
市
が
新

た
な
研
究
施
設
の
誘
致
を
要
望
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
エ
フ
レ
イ
の
事
業
が
活
発
化
し
、
他

地
域
に
新
た
な
施
設
を
設
け
る
場
合
、
本
市
の
地
域
特
性
に

合
っ
た
研
究
分
野
に
お
い
て
、
国
や
県
と
協
議
の
う
え
、
新
た

な
展
開
を
模
索
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○ 

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構

　
（
Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ)

と
の
連
携
に
つ
い
て

○ 

障
が
い
児
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

  

に
つ
い
て
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本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
登
壇
か
ら
質
問
、
答
弁
を
含
め
１
時
間
以
内
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
馬
市
議
会
で
は
一
般
質
問
・
質
疑
・
討
論
は
通
告
す
る
こ
と
が
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そうま市議会だより

令和７年２月１日号

そうま市議会だより

令和７年２月１日号

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
お
け
る

　

教
育
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

　

少
子
化
が
進
む
中
、
私
た
ち
の
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ

る
環
境
を
守
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
教

育
費
の
こ
と
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
市
に
届
け
る
た
め
、

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
お
け
る
教
育
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
問

う
。

無会派

獺庭大輔 議員
が問う！

そうま市民の会

根岸利宗議員
が問う！

玉
野
地
区
大
規
模
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

そ

設
置
状
況
及
び
稼
働
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

玉
野
地
区
大
規
模
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
、
設
置
工
事
が
す
べ
て

完
了
し
稼
働
に
入
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
福
島
市
の
大
規
模

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
景
観
破
壊
や
土
砂
流
出
の
件
で
大
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
玉
野
地
区
大
規
模
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

で
も
同
様
の
問
題
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
玉
野
地
区
大
規
模
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

受
け
、
令
和
４
年
２
月
に
市
と
開
発
事
業
者
が
環
境
保
全
に
関

す
る
協
定
書
を
締
結
し
、
工
事
を
開
始
し
た
。
令
和
５
年
８
月

ま
で
に
発
電
設
備
と
パ
ネ
ル
設
置
工
事
が
完
了
し
、
８
月
10
日

か
ら
発
電
を
始
め
、
そ
の
後
10
月
に
は
全
工
事
の
完
了
が
報
告

さ
れ
、
発
電
施
設
や
調
整
池
な
ど
が
適
正
に
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
市
道
の
舗
装
復
旧
工
事
も
11
月
末

に
完
了
し
、
現
地
調
査
で
適
正
な
工
事
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
今
後
、
県
の
最
終
検
査
を
受
け
、
問
題
が
な
け
れ
ば
林
地

開
発
行
為
が
す
べ
て
完
了
す
る
。

にじ

横山和雄 議員
が問う！

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

に

本
市
の
マ
イ
ナ
保
険
証
移
行
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

　

令
和
６
年
12
月
２
日
よ
り
従
来
の
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行

が
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
基
本
と
な
る
仕
組
み
に
移
行

し
た
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
報
道
も
あ
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
と
健
康
保
険
証
と
の
紐
付
け
は
任
意
で
あ
る
も
の
の

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
基
盤
と
し
て
、
今
後
も
国
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
進
め
ら
れ
る
た
め
、
普
及
率
の
高
い
本
市
で
は
更

な
る
普
及
を
促
進
す
べ
き
と
考
え
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行

が
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
の
マ
イ
ナ
保
険
証
移
行
に
お
け
る
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

市
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
が
今
後
の
デ
ジ
タ
ル

　
　
　

化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
へ
の
登
録
促
進
及
び

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
の
向
上
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
広
報
そ
う
ま
等
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の

メ
リ
ッ
ト
並
び
に
登
録
方
法
や
利
用
方
法
を
丁
寧
に
お
伝
え
す

る
と
と
も
に
、
特
に
高
齢
者
の
方
が
、
不
安
に
な
ら
ず
円
滑
に

受
診
で
き
る
よ
う
医
療
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
普
及
啓
発
・
利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
枚
数
率
は
、
88.

12
％
で
、
全
国
で
も
上

位
の
保
有
枚
数
率
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
９
月
末
現
在
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険

証
の
登
録
率
が
73.

６
％
で
、
そ
の
利
用
率
は
21.

２
％
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の
登
録
率
が
72.

１
％
で
、
そ
の
利
用

率
は
14.

４
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

制
度
移
行
の
経
過
措
置
と
し
て
、
令
和
６
年
12
月
１
日
以
前

に
発
行
さ
れ
た
保
険
証
は
、
そ
の
有
効
期
限
ま
で
従
来
ど
お
り

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
国
民

健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
通
常
の
保
険
証
は
、

令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
る
。

　

一
方
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
方
に
は
資
格
確
認
書
、

持
っ
て
い
る
方
に
は
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
交
付
し
、
ど
ち

ら
も
医
療
機
関
で
使
用
可
能
で
あ
る
。
市
は
制
度
改
正
後
も
市

民
が
円
滑
に
受
診
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
周
知
を
行
う
。

　
　
　
　

令
和
６
年
11
月
末
現
在
に
お
け
る
本
市
の
マ
イ
ナ
ン

　
　
　
　
　

玉
野
地
区
の
大
規
模
太
陽
光
発
電
は
、
開
発
事
業

　
　
　
　

者
が
令
和
３
年
７
月
に
県
か
ら
林
地
開
発
の
許
可
を

児
童
生
徒
減
少
が
進
む
こ
と
に
よ
る
教
育

費
へ
の
影
響
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　
　
　

少
子
化
に
よ
り
児
童
生
徒
数
が
減
少
す
る
こ
と
で

　
　
　
　

教
育
費
の
一
人
当
た
り
の
財
政
負
担
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
ま
た
、
本
市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
で
も
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
保
護
者
や
教
育
現
場
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
実
施
し
て

い
る
改
修
計
画
が
現
時
点
で
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
学
校
施

設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
更
新
計
画
で
、
令
和
５
年
度
末
か
ら
工
事
に

着
手
し
て
お
り
、
令
和
９
年
度
ま
で
に
全
て
の
幼
稚
園
と
小
中

学
校
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
小

中
学
校
の
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
計
画
で
、
本
年
度
中

に
工
事
に
着
手
す
べ
く
、
設
置
に
必
要
な
経
費
を
12
月
定
例
会

に
上
程
し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
改
修
も
財
政
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
国
庫
補

助
事
業
で
あ
る
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
を
最
大
限
に
活
用

す
る
。

　

な
お
、
校
舎
及
び
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
耐
震
補
強

工
事
が
完
了
し
て
お
り
、
建
物
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
校
舎
建
て
替
え
等
の
具
体
的
な
計
画
は
な

い
が
、
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
児
童
生
徒
が
安
全
で
安
心

し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
状
況
に
応
じ
て

適
宜
、
補
修
や
改
修
等
を
行
っ
て
い
く
。

○ 

地
域
魅
力
向
上
・
発
信
事
業
に

　

  

つ
い
て

○ 

教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
推
進
上
の

　

 

諸
課
題
に
つ
い
て

今
後
懸
念
さ
れ
る
こ
と
と
市
の
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

開
発
事
業
者
に
対
し
て
、
市
は
環
境
保
全
に
関
す

　
　
　
　

る
協
定
書
に
基
づ
き
、
工
事
完
了
後
も
定
期
的
な
事

業
状
況
の
報
告
を
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
は
、
事
業
地
に
起
因
す
る
災
害
防
止
や
住
民
か
ら

の
苦
情
対
応
等
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は
開
発
事
業
者
か
ら
報

告
を
求
め
、
事
例
に
よ
っ
て
は
適
切
な
対
応
を
求
め
る
。
さ
ら

に
、発
電
事
業
終
了
時
の
パ
ネ
ル
な
ど
の
撤
去
費
用
に
つ
い
て
、

開
発
事
業
者
が
国
の
基
準
に
基
づ
い
て
積
み
立
て
て
い
る
か
確

認
の
た
め
報
告
義
務
を
課
し
、
積
立
額
を
確
認
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

供
用
開
始
後
も
協
定
書
の
遵
守
状
況
を
確
認
し
、
仮
に
違
反

が
あ
れ
ば
法
的
措
置
を
含
め
改
善
を
求
め
る
。
な
お
、
突
発
的

な
災
害
発
生
時
に
は
、
開
発
事
業
者
が
迅
速
に
責
任
を
も
っ
て

対
応
す
べ
き
だ
が
、
不
十
分
な
場
合
は
県
と
連
携
し
て
適
切
な

対
応
を
求
め
る
。

○ 

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に 

　

  

つ
い
て



17 16
そうま市議会だより

令和７年２月１日号

そうま市議会だより

令和７年２月１日号

本
会
議
の
映
像
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
を
用
い
た
経
済
支

援
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
９
月
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
約
43
億
円
で
あ

り
、
類
似
規
模
の
他
自
治
体
で
は
５
億
円
か
ら
20
億
円
が
一
般

的
で
、
市
は
倍
以
上
あ
る
。
今
大
事
な
の
は
市
民
の
暮
ら
し
を

応
援
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
米
券
の
配
布
、
児
童
生
徒
の
文
具

品
の
無
償
支
給
、
生
理
用
品
の
学
校
配
置
、
国
保
税
均
等
割
の

軽
減
な
ど
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
、
財
政
調
整
基
金

を
用
い
た
経
済
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

無会派

中島孝 議員
が問う！

にじ

杉本智美 議員
が問う！

市
有
財
産
に
つ
い
て

に

公
共
施
設
の
大
規
模
改
修
・
更
新
予
定
に

つ
い
て
問
う
。

　

市
有
財
産
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
が
多
く
、
維
持
や
更

新
、
長
寿
命
化
な
ど
に
財
源
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
物

価
高
騰
や
働
き
方
改
革
、
税
制
改
正
な
ど
何
重
に
も
重
な
る
問

題
で
課
題
も
多
く
、
公
共
施
設
の
大
規
模
改
修
や
更
新
も
厳
し

く
な
る
と
考
え
る
。
そ
れ
故
、
長
期
的
な
計
画
で
の
対
応
と
な

る
と
思
う
が
、
市
有
財
産
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

野
小
・
中
学
校
の
体
育
館
や
昭
和
30
年
代
に
建
設
さ
れ
た
市
営

住
宅
な
ど
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
今
後
も
更
新
す
る
予
定
が
な

い
こ
と
か
ら
、
耐
震
化
工
事
を
行
わ
な
い
方
針
で
あ
る
。

　

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
、
総
務
省
の
指
針
に
基

づ
き
大
規
模
改
修
を
建
築
後
30
年
、更
新
を
60
年
後
と
想
定
し
、

費
用
を
試
算
し
て
い
る
が
、
実
際
の
対
応
に
あ
た
っ
て
は
施
設

の
構
造
や
利
用
状
況
な
ど
を
個
別
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
統
合
、
複
合
化
、

転
用
、
廃
止
な
ど
の
検
討
も
必
要
と
な
る
。

　

市
は
各
施
設
の
状
況
と
財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な

時
期
に
大
規
模
改
修
や
更
新
を
実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　 　
　
　
　

市
公
共
施
設
の
耐
震
化
率
は
令
和
６
年
12
月
１
日
現

　
　
　

在
で
約
97
％
で
あ
り
、
耐
震
化
を
行
っ
て
い
な
い
旧
玉

今
年
9
月
時
点
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
約

43
億
円
で
あ
っ
た
。
市
民
生
活
の
困
窮
に
鑑

み
、
各
種
経
済
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
　

市
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
国
か
ら
の
財
政
支
援

　
　
　

を
待
つ
間
、
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
て
市
民
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
の
緊
急
的
な
各
種
事
業
を
行
い
、
危
機
を

乗
り
越
え
て
き
た
と
い
う
厳
し
い
経
験
が
あ
る
。
そ
の
後
も
水

害
や
地
震
な
ど
の
大
規
模
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
た
め
、

市
は
少
な
く
と
も
30
億
円
の
財
政
調
整
基
金
を
必
要
と
す
る
方

針
の
も
と
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
、
例

年
の
予
算
編
成
で
は
、
歳
入
不
足
を
補
う
た
め
に
約
15
億
円
の

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
お
り
、
現
時
点
の
残
高
を
考
慮

す
る
と
来
年
度
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
市
は
こ
れ
ま
で
二
度
、
市
民
へ
の
支
援
の
た
め
に
財

政
調
整
基
金
を
活
用
し
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
議
会
の

判
断
も
含
め
て
大
き
な
覚
悟
を
持
っ
て
実
施
し
て
き
た
。

　

市
と
し
て
は
、
非
常
時
の
対
応
を
除
き
、
経
済
対
策
は
国
の

財
政
支
出
に
よ
る
べ
き
と
考
え
、
物
価
高
や
社
会
保
障
費
増
大

に
よ
る
実
質
所
得
の
低
下
が
市
民
生
活
に
影
響
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
国
か
ら
の
支
援
を
強
く
要
望
し

て
き
た
。
な
お
、
国
は
最
近
の
物
価
高
騰
な
ど
を
踏
ま
え
、
総

合
経
済
対
策
と
し
て
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
事
業
や
重

点
支
援
地
方
交
付
金
に
よ
る
生
活
者
及
び
事
業
者
へ
の
支
援
を

予
定
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

国
の
総
合
経
済
対
策
の
具
体
的
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
次

第
、速
や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

○ 

地
方
創
生
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
ご
案
内

１
．
請
願
・
陳
情
と
は
？

　

市
民
の
皆
様
が
市
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
反
映
さ
せ
る

方
法
と
し
て
、
請
願
・
陳
情
が
あ
り
ま
す
。

　

請
願
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
で
、
提
出
に
は
市
議
会

議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　

陳
情
は
、
請
願
と
同
じ
く
市
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
述

べ
る
も
の
で
す
が
、
特
に
法
律
で
は
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
内
容
が
請
願
に
適
合
す
る
も
の
は
、
請
願
と
同
様
に
処
理

さ
れ
、
市
議
会
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
ど
の
よ
う
に
取

　

り
扱
わ
れ
る
の
？

　

議
会
に
提
出
さ
れ

た
請
願
・
陳
情
は
原

則
と
し
て
所
管
の
委

員
会
に
付
託
の
上
、

審
査
さ
れ
、
本
会
議

で
採
択
か
不
採
択
か

が
最
終
的
に
決
定
さ

れ
ま
す
。

　

採
択
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
は
、
願
意

実
現
に
向
け
て
、
議

会
の
権
限
の
範
囲
で

誠
実
に
処
理
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
請
願
・
陳

情
の
委
員
会
で
の
審

査
の
際
に
、
希
望
が

あ
れ
ば
、
意
見
陳
述

（
提
出
の
趣
旨
説
明
）

を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

請
願
・
陳
情

請
願
者
・
陳
情
者

議
長
（
受
理
）

本
会
議

委
員
会
（
審
査
）

本
会
議
（
議
決
）

請
願
者
・
陳
情
者

提出上程付託
審査結果
報告

結果
通知

請願は紹介議員
が必要です

趣旨について意見陳述
することが出来ます

請願・陳情のフロー図

３
．
請
願
・
陳
情
の
出
し
方
は
？

　

請
願
書
・
陳
情
書
は
、
市
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
で
き

る
だ
け
簡
単
に
、
日
本
文
で
趣
旨
、
提
出
年
月
日
、
請
願
・
陳

情
者
の
住
所
、
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
名
称
と
代
表
者
の
氏

名
）
お
よ
び
紹
介
議
員
名
（
陳
情
書
は
不
要
）
を
記
載
し
、
押

印
し
た
も
の
（
※
署
名
の
場
合
は
押
印
は
不
要
）
を
議
長
宛
て

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
事
務
局
（
０
２
４
４
ー
３

７
ー
２
１
７
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

請願・陳情の書式例

各
土
地
（
西
山
防
災
倉
庫
跡
地
、
東
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
黒
木
多
目
的
広
場
）
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

西
山
防
災
倉
庫
は
本
市
消
防
団
の
検
閲
式
な
ど
に
使

　
　
　

用
す
る
用
具
収
納
や
土
の
う
の
製
作
及
び
保
管
場
所
と

し
て
利
用
し
て
い
た
が
、
令
和
４
年
３
月
の
地
震
で
損
壊
し
、

解
体
し
た
。
跡
地
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
利
活
用
を
す
る
計
画

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
３
件
の
行
政
財
産
の
使
用
を
許
可
し
て

い
る
。

　

東
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
駅
東
学
校
建
設
予
定
地
と
し
て
取
得
さ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
会
場
や
、
東
日
本
大
震
災
時
に
は
応
急

仮
設
住
宅
の
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
周
辺
に
多
く
の
住

宅
が
増
え
た
こ
と
か
ら
現
在
は
利
用
し
て
お
ら
ず
、
学
校
建
設

計
画
も
な
い
た
め
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　

黒
木
多
目
的
広
場
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
や
イ
ベ
ン
ト

の
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
が
、
令
和
３
年
１
月
以
降
イ

ノ
シ
シ
の
被
害
が
増
加
し
た
た
め
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
利
用

を
休
止
し
た
う
え
で
、
県
猟
友
会
相
馬
支
部
と
連
携
し
、
罠
を

仕
掛
け
る
な
ど
の
駆
除
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
今
後
の
被
害
状

況
を
見
極
め
、
利
用
再
開
を
判
断
す
る
方
針
で
あ
る
。
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令和７年２月１日号

12
月
定
例
会
の
審
議
結
果

議案
番号 件           名 審議結果

９９
議会議員の議員報酬、期末手当
及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例について

原案可決

賛成多数

１００
相馬市職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

１０１
相馬市一般職の任期付職員の採
用及び給与の特例に関する条例
の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

１０２
相馬市廃棄物の処理及び清掃に
関する条例の一部を改正する条
例について

原案可決

全会一致

１０３
令和６年度相馬市一般会計補正
予算（第８号）

原案可決

賛成多数

１０４
令和６年度相馬市国民健康保険
特別会計補正予算（第４号）

原案可決

全会一致

１０５
令和６年度相馬市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第３号）

原案可決

全会一致

１０６
令和６年度相馬市介護保険特別
会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

１０７
令和６年度相馬市光陽地区造成
事業特別会計補正予算（第３号）

原案可決

全会一致

１０８
令和６年度相馬市下水道事業会
計補正予算（第３号）

原案可決

全会一致

１０９ 再審法改正を求める意見書
原案可決
全会一致

請願
番号 件           名 審議結果

３
「最低賃金法の改正と中小企業支
援の拡充を求める意見書」の提
出についての請願

不採択

賛成少数

４
「再審法改正を求める意見書」採

択に関する請願書

採　択

全会一致

議案
番号 件           名 審議結果

８２ 人権擁護委員の推薦について
適　任
全会一致

８３
相馬市税条例の一部を改正する
条例について

原案可決

全会一致

８４
相馬市立小学校及び中学校条例
の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

８５
相馬市青少年問題協議会設置条
例の一部を改正する条例につい
て

原案可決

全会一致

８６
相馬市廃棄物の処理及び清掃に
関する条例の一部を改正する条
例について

原案可決

全会一致

８７
相馬市行政手続等における情報
通信の技術の利用に関する条例
の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

８８
相馬市ＬＶＭＨ子どもアート・
メゾン条例の一部を改正する条
例について

原案可決

全会一致

８９
相馬市保育士等奨学資金貸与条
例の一部を改正する条例につい
て

原案可決

全会一致

９０
民事調停の申立て及び調停不成
立等の場合における訴えの提起
について

原案可決

全会一致

９１ 市道路線の認定について
原案可決
全会一致

９２
令和６年度相馬市一般会計補正
予算（第７号）

原案可決

全会一致

９３
令和６年度相馬市国民健康保険
特別会計補正予算（第３号）

原案可決

全会一致

９４
令和６年度相馬市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

９５
令和６年度相馬市光陽地区造成
事業特別会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

９６
令和６年度相馬市下水道事業会
計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

９７
市長等の給与及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例につ
いて

原案可決

賛成多数

９８
教育長の給与、勤務時間その他
の勤務条件等に関する条例の一
部を改正する条例について

原案可決

賛成多数

報告
番号 件           名 審議結果

１５
専決処分の承認を求めることに
ついて（令和６年度相馬市一般
会計補正予算（第 6号））

承　認

全会一致

１６ 専決処分の報告について 報告のみ

本会議 日にち 内容 傍聴者数

１日目 １２月　２日（月）議案の上程等 ０人

２日目 １２月　５日（木）一般質問等 ７人

３日目 １２月　６日（金）一般質問 ６人

４日目 １２月１８日（水）議案採決 １３人

１２月定例会
　　日程、内容、傍聴者数について
１２月定例会の本会議の日にち毎の主な内容、
傍聴者数についてお知らせいたします。

再審法改正を求める意見書

　えん罪は、国家による最大の人権侵害の一つである。えん罪被害者の人権救済は、人権国家を標ぼうす
るわが国にとってはもちろん、地域住民の人権を護る義務を有する地方自治体にとっても重要な課題とい
える。
　ところで、えん罪被害者を救済するための制度としては「再審」がある。しかし、その手続を定めた法
律（刑事訴訟法第四編「再審」）には、再審請求手続の審理のあり方に関する規定がほとんどなく、裁判所
の広範な裁量に委ねられている。このように、いわば「再審のルール」が存在しない状態となっているた
め、再審請求手続の審理の進め方は、事件を担当する裁判官によって区々となっており、再審請求手続の
審理の適正さが制度的に担保されず、公平性も損なわれている。
　その中でも、とりわけ再審における証拠開示の問題は重要である。過去の多くのえん罪事件では、警察
や検察庁といった捜査機関の手元にある証拠が再審段階で明らかになって、それがえん罪被害者を救済す
るための大きな原動力となっている。したがって、えん罪被害者を救済するためには、捜査機関の手元に
ある証拠を利用できるよう、これを開示させる仕組みが必要であるが、現行法にはそのことを定めた明文
の規定が存在せず、再審請求手続において証拠開示がなされる制度的保障はない。そのため、裁判官や検
察官の対応いかんで、証拠開示の範囲に大きな差が生じているのが実情であって、このような格差を是正
するためには、証拠開示のルールを定めた法律の制定が不可欠である。
　しかも、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不服申立てを行う事例が相次いでおり、えん罪被
害者の速やかな救済が妨げられている。しかし、再審開始決定は、裁判をやり直すことを決定するにとど
まり、有罪・無罪の判断は再審公判において行うことが予定されており、そこでは検察官にも有罪立証を
する機会が与えられている。したがって、再審開始決定がなされたのであれば、速やかに再審公判に移行
すべきであって、再審開始決定という、いわば中間的な判断に対して検察官の不服申立てを認めるべきで
はない。
　よって、えん罪被害者を一刻も早く救済するために、再審法を速やかに改正すべきである。
　
以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

令和 6年 12 月 18 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相馬市議会議長　高玉　良一

内閣総理大臣　様

　１２月定例会において、議案第１０９号が議決されたことを受け、内閣総理大臣に対して意見書を
提出しました。
　なお、意見書の内容については以下のとおりです。

再審法改正を求める意見書を内閣総理大臣へ提出
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令和７年２月１日号

そうま市議会だより

令和 7年２月１日号

総
務
、
文
教
厚
生
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
は
、
所
管
事
務
の
調
査
と
研
究
の
た
め
行
政
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
各
視
察
の
結
果
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
総　

務
】

①
青
森
県
八
戸
市
（
7
月
23

日
）

　

八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習

館
「
み
な
っ
知
」
の
取
組
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

み
な
っ
知
は
、
県
内
唯
一

の
震
災
伝
承
施
設
で
あ
り
、

建
設
に
あ
た
っ
て
、
地
元
主

導
に
よ
る
利
活
用
検
討
会
を

９
回
開
催
し
、
地
域
の
想
い

が
反
映
さ
れ
た
施
設
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
施
設
の
特
徴

と
し
て
、
１
階
が
東
日
本
大

震
災
の
経
験
を
伝
承
す
る
た

め
の
防
災
学
習
コ
ー
ナ
ー
、

２
階
が
八
戸
市
の
観
光
、
文

化
、
芸
術
等
を
伝
承
す
る
歴

史
文
化
コ
ー
ナ
ー
、
３
階
が

屋
上
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
と

な
っ
て
い
る
。

②
岩
手
県
一
関
市
（
7
月
24

日
）

　

一
関
市
協
働
基
本
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
12
月
に
策
定
さ
れ

た
一
関
市
協
働
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
は
、「
人
づ
く
り
」

「
環
境
づ
く
り
」「
仕
組
み
づ
く

り
」
を
通
じ
て
市
民
と
行
政
が

対
等
に
協
働
し
、
課
題
解
決
を

目
指
し
た
。
さ
ら
に
地
域
協
働

推
進
計
画
を
具
体
化
し
、
地
域

づ
く
り
を
進
展
さ
せ
た
。
こ
れ

ま
で
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま

え
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
に
計
画
を
見
直
し
、

「
一
関
市
協
働
基
本
計
画
」（
第

2
次
）
と
し
、
一
関
市
総
合
計

画
と
の
整
合
性
を
図
っ
た
。

　

一
関
市
協
働
基
本
計
画
の
策

定
に
よ
り
、
市
民
と
の
協
働
を

進
め
る
中
で
、
市
で
進
め
る
計

画
の
策
定
や
新
た
な
事
業
の
実

施
の
際
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

に
お
い
て
市
民
と
一
緒
に
考
え

る
場
が
増
え
て
き
て
い
る
。

【
産
業
建
設
】

①
滋
賀
県
長
浜
市
（
７
月
30

日
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰

や
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

　

長
浜
市
で
は
物
価
高
騰
に

よ
る
影
響
を
受
け
た
生
活
者

や
市
内
事
業
者
を
支
援
す
る

た
め
、
ペ
イ
ペ
イ
を
活
用
し

た
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
こ
れ
ま
で
に
計
5

回
実
施
し
て
い
る
。
直
近
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
令
和
6

年
3
月
1
日
か
ら
令
和
6
年

3
月
31
日
の
1
ヶ
月
間
で
、

1
回
あ
た
り
の
決
済
金
額
に

対
し
、
25
％
、
最
大
２
，
０

０
０
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
し
、

月
間
で
５
，
０
０
０
ポ
イ
ン

ト
を
上
限
と
し
た
。
対
象
店

舗
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
て

の
店
舗
で
は
な
く
、
市
で
選

定
し
た
店
舗
を
対
象
と
し
て

い
る
。

　

②
滋
賀
県
東
近
江
市
（
７
月
31

日
）

　

空
家
等
対
策
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

　

東
近
江
市
の
空
家
等
対
策
の

特
徴
は
、
市
の
都
市
整
備
部
長

の
他
、
宅
建
士
、
弁
護
士
、
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

建
築
士
、
商
工
会
役
員
、
商
工

会
議
所
役
員
を
理
事
と
す
る
一

般
社
団
法
人
を
設
立
し
、
全
国

的
に
も
稀
有
な
専
門
家
を
幅
広

く
巻
き
込
ん
だ
体
制
を
構
築
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

市
は
、
こ
の
一
般
社
団
法
人

に
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
運
営

を
委
託
し
、
数
多
く
の
事
業
者

の
参
画
を
得
る
こ
と
で
、
偏
り

の
な
い
物
件
を
取
り
扱
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
な
お
、
同
法

人
の
運
営
体
制
は
、
常
駐
の
事

務
局
長
と
事
務
員
2
名
の
計
3

名
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

【
文
教
厚
生
】

①
大
阪
府
東
大
阪
市
（
７
月

２
日
）

　

障
が
い
者
・
障
が
い
児
へ

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

東
大
阪
市
で
は
、
障
害

児
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ

ピ
ラ
」
と
い
う
施
設
が
あ

り
、
レ
ピ
ラ
の
持
つ
３
つ
の

機
能
と
し
て
、
①
療
育
（
通

園
）
通
所
機
能
。
②
診
療
機

能
。
③
相
談
機
能
が
あ
り
、

施
設
の
フ
ロ
ア
に
よ
っ
て
機

能
を
分
け
て
い
る
。
主
に
子

供
の
通
園
機
能
は
１
階
、
２

階
、
診
療
機
能
は
２
階
、
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
３

階
、
就
労
支
援
部
門
が
４
階

と
な
っ
て
い
る
。
５
階
は
地

域
交
流
部
門
と
な
っ
て
お

り
、
会
議
室
の
貸
館
も
行
う

こ
と
で
地
域
と
の
交
流
が
で

き
る
よ
う
な
施
設
と
な
っ
て

い
る
。

②
大
阪
府
大
阪
市
（
７
月
３

日
）

　

英
語
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。

　

大
阪
市
で
は
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
活
用
や
小

学
校
低
学
年
か
ら
短
時
間
英

語
学
習
、
英
語
力
の
実
態
把

握
・
検
証
の
実
施
、
授
業
改

善
の
た
め
に
中
学
校
３
年
生

を
対
象
と
し
た
英
語
力
調
査

「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
を
大
阪
市
独

自
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

英
語
体
験
活
動
を
１
年
に
1

度
行
い
、
希
望
す
る
小
学
生

８
０
０
人
、
中
学
生
２
０
０

人
が
参
加
し
て
い
る
。

　

施
設
内
の
説
明
を
受
け
る

委
員
ら

英
語
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
委
員
ら

空
家
等
対
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
る
委
員
ら

③
大
阪
府
箕
面
市
（
７
月

４
日
）

　

小
中
学
校
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

箕
面
市
に
は
公
立
小
学

校
12
校
、
中
学
校
6
校
、

小
中
一
貫
校
2
校
、
合
計

20
校
の
学
校
が
あ
り
、
平

成
21
年
度
に
全
中
学
校
、

平
成
25
年
度
に
全
小
学
校

の
普
通
教
室
、
平
成
29
年

度
に
小
中
学
校
の
特
別
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

完
了
し
た
。
平
成
29
年
度

か
ら
指
定
避
難
所
で
あ
る

公
立
学
校
の
体
育
館
に
も

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
た

め
、
電
気
エ
ア
コ
ン
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
対
応
ガ
ス
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
、
輻
射

式
エ
ア
コ
ン
の
3
方
式
を

検
討
し
た
結
果
、
小
学
校

に
は
災
害
時
を
考
慮
し
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
対
応
の
ガ
ス
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
を
、

中
学
校
に
は
コ
ス
ト
面
か

ら
電
気
エ
ア
コ
ン
を
採
用

し
た
。

【
議
会
運
営
】

①
秋
田
県
湯
沢
市
（
11
月

12
日
）

　

ゆ
ざ
わ
市
民
一
日
議
会

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。

　

湯
沢
市
で
は
、
市
民
が

自
分
の
思
い
を
議
場
で
発

信
す
る
場
と
し
て
、「
ゆ

ざ
わ
市
民
一
日
議
会
」
を

実
施
し
て
い
る
。
開
催
時

期
は
10
月
、
募
集
人
数
は

10
名
程
度
で
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
参
加
さ
れ
、
幅

広
い
年
齢
の
方
々
か
ら
の

意
見
が
聞
け
る
場
と
な
っ

て
い
る
。
参
加
者
か
ら
出

た
意
見
を
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
、
学
校
給
食
費
の

無
償
化
な
ど
、
実
際
に
事

業
化
さ
れ
た
も
の
も
あ

る
。

　

ゆ
ざ
わ
市
民
一
日
議
会

の
他
に
、
議
会
報
告
会

の
代
わ
り
の
取
組
と
し

て
「
議
員
と
し
ゃ
べ
ろ
う

マ
チ
ト
ー
ク
」、
各
種
団

体
と
の
意
見
交
換
会
と
し

て
、「
出
張
！
な
ん
で
も

意
見
交
換
会
」
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

②
山
形
県
酒
田
市
（
11
月
13

日
）

　

通
年
議
会
の
取
組
及
び
常
任

委
員
会
の
体
制
強
化
と
政
策
提

言
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
4
月
か
ら
試
行
さ

れ
、
令
和
7
年
1
月
か
ら
本
格

運
用
予
定
の
通
年
議
会
は
、
地

方
自
治
法
第
１
０
２
条
に
基
づ

く
年
1
回
の
会
期
方
式
を
採
用

し
、
3
月
、
6
月
、
9
月
、
12

月
の
定
例
議
会
と
そ
れ
以
外
の

臨
時
議
会
に
整
理
さ
れ
た
。
そ

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
重
要
議

案
の
専
決
処
分
の
減
少
と
突
発

案
件
へ
の
迅
速
対
応
、
常
任
委

員
会
の
活
動
活
性
化
に
よ
る
議

員
間
討
議
が
深
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。　

　

常
任
委
員
会
に
よ
る
政
策
提

ゆ
ざ
わ
市
民
一
日
議
会
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
る
委

員
ら

　

③
宮
城
県
気
仙
沼
市
（
7

月
25
日
）

　

人
材
育
成
と
市
民
が
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。

　

気
仙
沼
市
で
は
、「
人
か

ら
始
ま
る
地
方
創
生
」
を
目

指
し
、
復
旧
・
復
興
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
未
来
づ
く
り
を

牽
引
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
人
材

の
育
成
に
注
力
し
て
き
た
。

そ
の
一
つ
が
、
創
造
的
産
業

復
興
を
実
現
す
る
経
営
リ
ー

ダ
ー
の
人
材
育
成
、
も
う
一

つ
が
、
ま
ち
づ
く
り
人
材
の

育
成
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人

材
育
成
を
基
盤
と
し
、
行
政

と
市
民
、
民
間
と
非
営
利

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
が
、
対
話
・

共
創
・
協
働
に
よ
る
市
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

姿
を
、「
ま
ち
大
学
構
想
」

と
し
て
推
進
し
て
い
る
。

説
明
を
受
け
る
委
員
ら

レ
ピ
ラ
前
に
て

③
大
阪
府
枚
方
市
（
８
月
１

日
）

　

ひ
ら
か
た
ポ
イ
ン
ト
制
度

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

ひ
ら
か
た
ポ
イ
ン
ト
は
、

健
康
等
の
分
野
に
関
す
る
市

事
業
等
へ
の
参
加
で
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
る
ほ
か
、
市
内
協

力
店
で
の
お
買
い
物
な
ど
の

お
会
計
で
「
１
０
０
円
に
つ

き
1
ポ
イ
ン
ト
」
が
貯
ま
る

制
度
で
あ
る
。
貯
ま
っ
た
ポ

イ
ン
ト
は
、「
1
ポ
イ
ン
ト

＝
1
円
」
と
し
て
、
協
力
店

で
の
お
会
計
で
使
え
る
ほ

か
、
市
内
を
走
る
バ
ス
で
使

用
で
き
る
バ
ス
ポ
イ
ン
ト
や

Q
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
等
に
も
交
換

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
利
用

す
る
こ
と
で
地
域
経
済
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
魅
力
的
な
利
用
先
が
あ

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
る
動
機
付
け
と
な

り
、
市
民
が
積
極
的
に
健
康

行
動
に
参
画
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
取
組
で
あ
る
。

説
明
を
受
け
る
委
員
ら

言
に
つ
い
て
は
、『
対
話
』

に
よ
る
『
政
策
サ
イ
ク

ル
』
の
進
め
方
に
つ
い
て

の
全
議
員
研
修
会
を
開
催

し
、
議
員
お
よ
び
常
任
委

員
会
の
体
制
強
化
を
行
っ

た
。
重
点
活
動
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
市
民
や
関
係
団

体
の
意
見
を
『
対
話
』
を

通
じ
て
収
集
し
、
議
員
間

討
議
を
経
て
政
策
提
言
を

実
施
す
る
こ
と
に
繋
げ
、

令
和
5
年
10
月
に
常
任
委

員
会
と
し
て
初
め
て
市
長

に
政
策
提
言
を
行
っ
た
。

　説
明
を
受
け
る
委
員
ら
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議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　

委  

員  

長　
　

畑
中　

昌
子

　

副
委
員
長　
　

波
多
野
広
文

　

委　
　

員　
　

只
野　

敬
三

　

委　
　

員　
　

根
岸　

利
宗

　

議
会
だ
よ
り
を
最
後
ま
で
読
ん
で
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
紙
は
、
令
和
6
年
11
月
に

開
催
し
ま
し
た
第
８
回
議
会
報
告
会
の

様
子
で
す
。

　

議
会
報
告
会
は
市
民
の
皆
様
の
貴
重

な
意
見
の
場
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
第
８
回
議
会
報
告
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
の
皆
様
と
の
意

見
交
換
に
加
え
、
新
た
な
試
み
と
し
て

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
私
た
ち
議
員
は
、
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の

議
員
活
動
へ
と
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

　

歴
の
上
で
は
、
２
月
３
日
に
立
春
を

迎
え
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続

き
ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
お
気
を
付

け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

ま
た
３
月
定
例
会
の
傍
聴
へ
も
お
気

軽
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

く
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
畑
中
）

３月定例会の会期日程（予定）

月　日 会　議 内　　容

３月　３日（月） 本会議 議案の提案と説明など
６日（木） 本会議 一般質問（１日目）
７日（金） 本会議 一般質問（２日目）

１０日（月） 委員会 各常任委員会（分科会）
１２日（水） 委員会 〃
１４日（金） 委員会 〃
１７日（月） 委員会 予算決算常任委員会
１９日（水） 本会議 議案の採決など

市議会は３月、６月、９月、１２月に開催しており、どなたでも傍聴すること
ができます。また、事前連絡も不要です。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に市役所２階の傍聴受付までお越しください。

次の定例会は

開会予定です。◆受付時間　午前９時３０分～

https://www.youtube.com/channel/
UCTpl1YDq5DKU2Oqt49cbe8g


